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31．研修プログラムの名称及び概要（令和７年度）
プログラム番号：040004601　　　　　　　
病院施設番号：　040004　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床研修病院の名称：　小樽市立病院　　　　　　　　　　　
臨床研修病院群番号：0400043　　　　      　　　　　　　　　　　　　　臨床研修病院群名：　小樽市立病院群　　　　　
プログラム番号、病院施設番号及び臨床研修病院群番号は、既に取得されている場合に記入してください。

病院施設番号 病院又は施設の名称 研修期間 内一般外来

内科 040004 小樽市立病院 24週 2.4週
救急 040004 小樽市立病院 12週

157844 小樽市夜間急病センター
地域医療 041167 東小樽病院 4週 一般外来0.2週

056543 余市協会病院 在宅診療　1日

100011 北海道済生会小樽病院
168114 朝里中央病院

外科 040004 小樽市立病院 8週 0.8週
小児科 040004 小樽市立病院 4週 0.8週
産婦人科 040004 小樽市立病院 8週

031051 小樽協会病院
030010 北海道大学病院
030018 札幌医科大学附属病院

精神科 040004 小樽市立病院 4週
心臓血管外科、脳
神経外科、整形外
科、形成外科、総
合診療科から１～
２科を選択

040004 小樽市立病院 8週

自由選択 040004 小樽市立病院 32週
030010 北海道大学病院
030018 札幌医科大学附属病院
031051 小樽協会病院
033436 小樽市保健所
034846 北海道医療センター
041167 東小樽病院
056543 余市協会病院
100011 北海道済生会小樽病院
110006 北海道脳神経外科記念病院
168114 朝里中央病院

必
修
科
目
・
分
野

病院で定めた
必修科目

選択科目

備考：基幹型臨床研修病院での研修期間・・・最低60週

自由選択のうち同一診療科の研修期間の上限は24週

救急部門（必修）における麻酔科の研修期間・・・４週

一般外来の研修を行う診療科・・・内科、外科、小児科、地域医療（地域医療の中での在宅診療を一般外来の欄に記載）

自由選択のうち北海道大学病院及び札幌医科大学附属病院における研修期間の上限は12週（原則として当院での研修ができない診療科
に限る）

臨床研修協力施設での研修期間・・・最大12週
研修プログラムに規定された４週以上のまとまった救急部門の研修を行った後に救急部門の研修を並行研修で行う場合、残りの週数として
みなす休日・夜間の当直回数・・・0回

５．臨床研修を行う分野
研修分野ごとの病院又は施設（研修分野ごとの研修期間）

１．研修プログラムの名称 　小樽市立病院初期臨床研修プログラム

２．研修プログラムの特色

・内科研修の期間中に、消化器内科、呼吸器内科、循環器内科の各指導医による一般外来
研修を行うほか、入院患者を診療してCommon Diseaseや診療の多様性を学ぶことができま
す。
・診療科間の垣根が低く、互いに協力していますので、診療科の枠を越えた診療を経験す
ることができます。
・プライマリ・ケアの基本的な診療能力を身に付けるために、研修医当直として当直勤務
を行い救急研修に当たります。その際は、病院管理当直、ＩＣＵ当直及びＳＣＵ当直とし
て指導医・上級医が常駐していますので連携しながらの対応が可能です（月５回以内）。
・研修１年目は必修科目を多くし、２年目は希望する診療科を自由に選択できる期間を多
く設定しています。
・初期臨床研修医に参考となりそうな基本的事項について、毎週１回、医師やコメディカ
ルが講師となり、「研修医レクチャー」を開催しています。
・臨床研修管理委員会の下部組織として臨床研修推進部会を設け、医師、看護師、コメ
ディカル等のスタッフにが臨床研修の実施に係る問題点や改善点について、随時協議・検
討を行い、研修の更なる充実を図っています。

３．臨床研修の目標の概要
研修医が医師としての第一歩を踏み出すに当たり、プライマリ・ケアと救急を中心とした
基礎的知識、技術、態度等の基本的臨床能力を身に付け、患者の心理的、社会的側面を含
む全人的医療を身に付ける。

４．研修期間 （　２　）年　（原則として、「２年」と記入してください。）

備考 研修後そのまま専門研修に入り3年以上研修可能な病院は、その旨を記入してください。

※令和６年度プログラムも別途御提出ください。


